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原 著

TheFundamentalReee8rChtoth占AppljcationoLSystemicTnBectlcideB.(I).TheAbsorption,

TranslocationandPenetrationof32p-VamidothioninRicePlant.TakeolsrllGtJRO(Aburahi

Laboratories,Shionogi& Co.Shiga:Prefecture)andTetsuoSAlTO(LaboratoryofApplied

EntomologyandNematology.FacultryofAgriculture,NagoyaUniversity,Nagoya)Received

November25,1969.BoLylL･Kqgaku35,~1,1970.

1･ 浸透殺虫剤の施用法に関す る基礎的研究 (I)･水稲における 82p-バミドチオ†の吸収 移行
および持続性について.石nq文雄 (坂野義製英株式会祉 油日ラボラト])-ズ)斎藤 哲夫 (名古屋大学

忠学部21･虫学教tif)44.ll.25受理

水稲における 82p-バミドチオンの吸収,移行および持続性について検計した 水稲種子処理によ

る臼透性を粉衣刑. 乳剤および枚刑による種子処FJ!について比較した. 乳剤による粒子処理は他の

処理によるものとくらペて薬剤泣近況は瓜も多く,鞍剤わJ:び粉衣剤の頓に少なくなった.そして,

印･-(･処刑!による粒子の発芽に対すろ膨弓削ま乳剤によるものが厄も放く,.発芽率は最も低かった. 粉

'水剤処FJ!による発牙は良好であった.

また,和IT･処世および乳剤の柴田倣抑 こよる薬剤の拍統性を.1.1ベf:t.rJ'米は和子処理では処理後 14
-28日にかけて肌物作円薬効が増加した. これは処理した薬剤が和･7･の発非とJt:･に粒から徐々に吸
収されるためであると推祭できる. これに対して, 恭南牧和した切介は分脈にLtr)71効成分氾皮は

滅少の一途をたどる.ツマグロヨコバイに対する殺虫効果もトレーサー火験のt.'1'恥と良く一致した.

1944年,Schraderが右横燐殺虫剤の浸透性を発見

して以来,各種の浸透殺虫剤が実用化され,flLJ7･虫防除

に貢献している.浸透殺虫剤が把物体内に浸透移行し.

殺虫力を発揮するためにはその施JT)方法,租物の班別

やその生育状層のみならず,氾皮,粒度.光線等の外

的要因も関係すると考えられる.

MetcalfandMarch1952書)は殺虫剤の柄物休円へ

の浸透作FT]は薬剤の(1)肌物体への浸透力,(2)放物汁紋

への桁耶阻 (3)肌物肘 こおける安定性などの性TIが関
与すろと述べている.浸透殺虫剤の施用方法としては

染面散布.根幹注入.土塊処理,種子処理など柾々の

方法があるが,この内,種子処理法は播種時に種子に
薬剤を処理することにより,その浸透性を利用して,

省力的に助拾物の害虫防除を行なうことができる.

Ripperら (1950)16),Ivyら (1950)○),Reynoldsら

(1953)ll),野村ら(1960)12)は種子処理した場合.浸透

牧山刑が殺虫作用を発揮するに充分な虫が梯子申に記

述することを述べており,Metcalfら(1957)10)は班々

の処刑!JJ'法の効果を比較し,種子処理は柘めて長期間

にわたって防除効果を発揮できると述べ,また,石見も

(1964)一)は粉衣剤の和子処粗 粒剤の苗床表面処理お

よび乳剤の･mW.･牧布を行ない.ツマグロヨコ言イに対

して phorateおよび vamidothionの粉衣剤が最も

殺虫力が高く.LiJWmイJ劾であると述べている.
本牧告は 32P班.Tnvamidothion,0.0-dimethyl-
S-(N-methylcarbomoylethylthioethyl)phosph･

orothioateをmいて水村にわけろ和子処即と黙両散布

との浸透性や持純性について比恨検討した結米である.

なお,火映遥行にあたり..甜々のTfI,毘な御助召,御

技助を抗いT:rl-Lti一占呈大学瓜学部弥打田三教授に深甚の

謝忍を出し.また,班話馴ヒ公物を御挺眺されたRhone

Poulenc祉および取iITiを快くお許し和えた規野五製薬

株式会社峠下鉄雄畑土ならびに平田探将Il:に御礼を申
し述べる.

兼敏材料および方法

I.Vamidothion粉衣剤,乳剤および紋剤の水稲種

子処理による種子への浸透

実験に用いた 32P培識 vamidothionはフランスの

RhonePoulenc社により合成されたものでER映当初

の比放射硯は実験に供用したF.Ti窓ガスフローカウンタ

｣で 1〝gあたり20C.p.mであった.供試した粉衣剤

は32p-vamidothionを適当爪のベンゼンにだILm･させ.

粉末tr]･性炭を加え.充分放押後.滅圧下でベンゼンを

除i:･し.44%粉火刑とした.乳剤は32p-vamidothion:

ベンゼン.pOlyoxyethylenenonylphenylesterを

1:2:1(W/W)の割合にて25%乳剤とした.紋剤は

S空p-vamidothionをmethylethylketoneに桁解させ

て40%液剤とした:

水稲種子 (愛知旭)を水道水に浸流し.25oC昼夜

連続照明恒温宝 (関係湿度60%)に保ち,24時間後,

折紙で種子表面の付若水を除き. 風乾粗重として lg

l
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あたり0.1gの44%粉衣剤を種子表面に粉衣した.乳

剤および紋剤は粉衣剤と有効成分量が同じになるよう

に押血し,これに種子を投入し,班押し,できるだけ

均一に組子表面に付着するように処理し,これを25oC

u氾掛こ保った.処理後3,6,12,写4および48時間毎に

各処FJl区より5粒ずつ取り出し,流水中で桂子を水洗

し,和子表面の薬剤を除いた.vamidothionは水溶性

が高いため,この操作により外部の付着した薬剤ほと

りのぞけた.この種子を2mLの蒸溜水と共にガラス

製共栓ホモゲナイザーにて磨砕し, これに 2mJのク

ロロホルムを加え,充分しんとう後;2000r.p.m で

5分間遠心分離し,クロロホルムを分離した. この操

作を3回繰返し, クロロホルム抽出物 (未分解物),

水抽出物 (分解物)および沈澱物 (組紙結合物)に分

け,これを試料皿にとり,2% KOH-アルコール紋を

2-3滴加え,赤外線ランプ下で乾炊させ,また,沈滅

物は東に冠気炉 (500oC)で灰化させ,AlokaT'#窓ガ

スフローカウンターで放射能を測定した.

種子処理による発芽におよばす感響については,先

と同様の方法にて非剤処理を行ない,処理直後,24お

よび48時間後に各処理区より20粒ずつ種子を取出し,

充分水洗後.径 9cm のペトリシャーレ中の湿った折

紘(三脚羊折紙No.2)上に泣き.蓋をして,25oC昼夜
迎組RtFyJ垣温室に保ち.1i馴和後にその発芽率を調査

した.火駿は3回反配し.茶溜水を適時祁給した.

ⅠⅠ.Vamidothion粉衣剤の柾子処理および乳剤の染
田I-&布による持続性について

一正夜水没した水稲種子を先と同様に風乾粗或 1g

あたり0.1gの 32p-vamidothion44%粉衣剤を処理

し,25oC恒温宝に24時聞保った.砂壌土約 10kgと

配合肥料約 10g,をポ))エチレン製バット(30×25×

深さ10cm)に入れ,良く故押し,これに処理桂子300

粒を掘起し,凝く覆土後,油水しガラス窒内に保っT=.

また,先のバットに無処理種子300粒を描超し.ガ

ラス畠に保った播種後14日あるいは33日後 (2北朋お

よび4-5柴朋)の幼苗に有効成分濃度0.1%の 32p-

vamidothion乳剤の水浴紋をバットあたり20mtを

ガラス製唄I'&器でできるだけ均一に築面に散布した.

一定時間矧 こ両処理区より水稲種子あるいは助苗を 3

-10本とり,地上部のみ(種子処理1日後は種子のみ)

を切りとり,秤盈し,先と同様にガラス製ホモゲナイ

ザーで磨砕し,クロロホルムで抽出し,各々の放射能

を測定した.また,一定期日に同じ試料をとり.常法

によるⅩ線乾板を用いてオートラジオグラフィーを行

なった

また,同じ処理苗を成子処理35日後および3m胡散祁

2日および21日後に各区3本の幼岱をだSさ15cm,従

9cmの金網製円筒形殺虫試験用ケージに出定し,ツマ

グロヨコバイ雌成虫をケージあたり10改放飼し,25oC
恒温室に保ち,24時間後その死虫数を調査した.火映

はすべて3回反致を行なった.

実 験 結 果

Ⅰ.Vamidothion粉衣剤,乳剤および紋剤の水稲種

子処矧 こよる種子べの浸透

32p-vamidothionの種子体内への浸透を知るため,

種子表面に付着する薬剤を除き,先に示した抽出操作

を行ない,その放射能を測定し,放射能姐表を祁正し,

vamidothion相当虫として群山した.その結niをmI

誠に示した.

Table1. AmountsofS空p-vamidothioninriceseedsafterseedtreatmentby
differentformulationof32p-vamidothion.

Extract Treatment 〟gperseedafterseedtreatment
Ohrs.* 3hrs. 6hrs. 12hrs. 24hrs. 48hrs.

Seeddressing

Chloroform Emulsifiable
extract concentrate

Solution

3.8 61.5

5.1 133.1

ll.2 95.4

108.5 103.6 170.6 171.4

217.6 230.1 260.9

125.7 184.1 207.7

3

3

94
.

弧

3

3

Waterextract

Seeddressing

Emulsifiable
concentrate
Solution

0.4 2.8 6.0 5.5

0.3 1.9 3.7 3.6

0.4 1.0 1.9 2.1

0

8

0

8

0

9

日リ

日日

4

5

3

1

4

5

1

Unextractable

Seeddressing

Emulsifiableconcentrate
Solution

4

9

5

5

0

5

r;

r:

7

6

1

1

3

2

5

3

9

6

3

1

1

2

2

7

5

5

6

9

1

1

1

2

★ 10minutesaftertheseedtreatment.
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Vamidothionの柾17･処理によろ種子への浸透は乳

剤によるものがもっとも多く,ついで紋刑による処班

であり.粉衣刑はtlも試3型態のFFlで瓜も低かった.い

ずれの型態にわいても処理後3時間で.かなりのaB'Iii

が和子円に泣透し,それ以後の浸透は独々である.分

脚勿および紐払結合物は少なく,f･Tl-7T･体内における

vamidothionの分解はいずれの刑型でも少ないと瓜わ

れる.次に種子への vamidothionの浸透皿と征子の

発芽率との関係を知るため,-泣時間処理した場合の

発芽状頂を調査した.その純米を邦2袋に示した.

Table2. Percentagegerminationafterseed
treatmentbydifferentformulation
of82p-vamidothion.

Treatment E 叢 鷲 琵蒜
lhrs.

Seeddressing

Emulsifiable
concentrate

Solution

Control

98.3% 96.7% 90.0%

96.7 61.7 1.7

100.0 91.7 65.0

loo.0
1時間の処矧 まいずれも発射ま良好であったが,24

時間の処矧 こおいては乳剤による処理の発穿率が低下

し,48時間ではその発牙はほとんど認められず,また.

披剤による処理も発芽が低下した.粉衣剤は発芽にお

よはす雌矧まほとんど.はめられなかった.

TI.Vamidothion粉衣刑の和子処FJlおよび乳剤の-班

WJ放れSによるt!]純性

32p-vamidothion44%粉衣刑によろ械-7･処世および

25,C'a乳剤のTjS両散布を行ない.水稲田の地上部を先に

示したとおり.各成分を抽出しその放射能を測光し,

iii作中の水稲におけるvamidothionの指紋性を調べ
た.その結果は那3泌こ示した.

3'B面散布による水稲地上部の vamidothionの存在

虫は極めて少ない.種子処理1日後において種子体内

に浸透する英塁は多く,発芽前および発芽後数日は水

稲休内に含まれる薬塁は少ない.更に,一生育が進むに

つれて次第に増加し,処理後28日において体内英量は

最高となり,その後は次第に減少していく.

また.同じ処理水稲苗を用いて,ツマグロヨコバイ

雌成虫に対する殺虫効力を調べたその結果を第4表に

示した.

和子処班35El後の水稲がツマグロヨコバイを完全に

殺虫できろのに対して.北面牧神21日後では50%の殺

虫力しか示さず.かなりの効力は迫を示した.しかし

InWf2口授では充分な殺dljJを'T(している.

また,ラジオオー トグラフィーによ り82p-va･

midothionの水Wfこわけろu透および移行を調べ,そ
の船架を那1閑に示した.

郁子処矧 こおいて,処世7日日の幼誰iでは地上部へ

の移行は弱く,羊･Ti子に多I辻の放射吐物TIが朗存してお

Table3. Amountsofvamidothionrecoveredinriceplantsafterseedtreatment
andfoliarsprayof32p-vamidothion.

Treatment Extract
ldays 7days

Daysaftertreatment
14days 21days 28days 35days

Daysaftertreatment

+FEgperSeedling ★*ppm

3
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Table4. EfrecLsofseedtreatmentandrollarsprayOfvamidothionagalnStfema一e

adu)tsofthegI･eenrlCeleaf-hopper(NeJ)/wEc〃ixcincLicepsUhler),

Tt･eaLmenLs

35daysafter-Lreaい11enL
byseedpowdez-

21daysafterfoliarspl･ay 40,0

2daysafterfolial.SPray 100.0

Control 0.0

MorLa)ltyafter24hours
IT =【 Average

100.OFJo' 100.0'Jo 100.0,06

80.0 30.0 50.0

loo.0 100.0 100.0

0.0 10.0 3.3

Flg 1 RadlOautOgramSOfrlCePlantstreated withseeddrcssillg and foliarspray
ofS空p-vanlidothion.

No1andNo.2- 7daysoldseedllngLl'eatedwithseeddl.eSSing,

No.3 -14(laysoldseedllngLl'eaLedwithseeddressing.

No.4 - 3hoursafterfollal-splay.

No.5 -21daysoldseedlingtl'eatedwILhseeddress)ng.

No6 121daysafterfoliarspray.

ThewhltedottedlinesIndicateshapeofrlCeP一antstreated,andthewhlte

portlOnShowsradlOaCtlVeSubstancesdistributed.

り14日後においでも入部/Jiのものが雌fに奴っている

が,次郡に,耶fより地｣J.部への移1-Jが認められ,葉
のyrtj端刊や出帆の下甑こ狼も'lしている.2日コ後になる

移行が激しくなり.力3'll郊踊;および瓜仰全域に均一に

分析していた.また,地 卜湖への移行も認められた･

これに対して,瓜LAE'l"JIJi(EJAでは.r'iセ(U-'uIHにわいても,

放射性物JBは細めて少なく.ILK(112川 後では.Hとん

ど認められなかった.

考 察

以遠松虫剤を柾子に処理して,播州 キおJ:ぴ/l･:(糊
偶の植物を))日吉するチtLklyiを防除するのに九分I,i'効目上

をあげることは多くの研究F'により剛てl;-されている･

Bardner(1960)l)は種J'･処判りこよる湖山ノJの持統性

とその葉書は 1.畦J･表血にイ｣7げ ろ肘Iii.2･兆剤

4

の分別の程度,3.有効成分の遊離の程度, などによ

りそのL(-三jtがLLずると述べている.Ivy(1952)5)u抑

=J'･粉衣の増IrTLi剤として,.trfrl'.炭誠.は極めて俊秀であり.

これを用いると魂kJ.11･は/(･こじにくいと述べていろ.
木iqHl'.は 32Pを帆徹した vamidothlOnをJHいて,
チ.rl･VI･:収如 こ.上る捌火刑と乳剤IJIJ:び紋別を佃戊し,各

JIのJ抑ilj.に1りf･TH'.処理を7jない,水稲における浸透
移才jについて湘べた Fukutoら(1955)3)はワタやア

ル フ yル プ アなどの柾｣′･を粉衣剤,乳剤その他の剤型

で処ILuルた結米,基剤合有品はその種子王Ei正と在巨子の
ム(転Arjに挟1係し,乳剤は他の剤nLlよりも./&速に和J'･内

にr吸収きれると述べている.木火験においてもl'd様の

ことを徹然し,粉衣剤処判は乳剤および枚剤にくらべ

て,抑√へのu透:立は少なく,粉&IIJ川IJ48日!jl'"Jでも鮎
川射 止の約2.890'であり,乳剤おJ:び紋剤のu途中6･5



防 虫 科 学 節 35 巻-I

%および5.5%にくらべてかなり少ないことがわかっ

た.各刑型州 こ処世6時rE'J程で水稲種子内に急速に泣

透し.6-24時rl'Jでは徐々にしか相加せず,粒子の発

許のはじまる24-48時I1.gにおいて,乳剤および紋剤は

iTj:びm加する.しかし,乳剤および紋剤でfLTl子を処即

した均分に耶2話…に示した通り,T.:しい発Zr･不良を示

し,処理24時間後において,乳剤は舶用it3爪の4.4,形

を吸収したのに対し,その発井科ま61.7,%と処Frlによ

る想彫皆を示している. これに対して,粉衣剤は2.8

%吸収したのに対して,その発許科ま96.7,%と発牙に

およはす彩等劉ま認められない.処世48時間後では,礼

剤によるものはほとんど発芽せず,紋剤は5.5%吸収

され,発芽率は65.0%となり,英剤の浸透率が高くな

るにつれて和子発芽への形皆も大きくなる傾向を示し

た.以上のことより,種子の発芽と種子内への茄二吊浸

透科 ま関係があると考えられる.

野村ら(1960)12)はアズキ和子を,Dobson(1958)2)は

ワタ和子を用いて,乳剤よりも粉-&剤処理の方が発芽

は良好であろと述べている.しかし,田谷ら(1955)16)

は水稲種子の泣虫比において,6,%の割合に phorate

粉衣刑を処理すると発芽発根しても毛根 (吸収椴)の

発ffが遅れ,地上部の仲良が相当遅延すると述べてい

る.また Reynoldsら(1957)13),MetcalfandMarch

(1956)8)は phorate乳剤の征子処矧 ま粉剤や活性以

素を用いた粉衣剤より早く机物体に吸収されるが光井

不良を生じ.和子円への薬剤のEZ透はその薬剤の水桁

性と関係があるとしている. しかし,Lindquistら

(1961)7)は柾子の性只と黙剤浸透虫との間には関係が

あるが,水桁性の低い phorateと高い水桁性を有す

るdimethoateとの問に発許t.ti子の茶剤吸収は変りが

ないとしている.木実験に用いた vamidothionの水

に対する折節性は大きい (水 100mtあたり40g以上

可桁).田円く1965)ll)は各班有機憐殺虫剤について水
稲幼苗を浸枇処即し,水桁性と浸透員について検討し,

一般に水搭性の抗いものほど浸透丑は高くphosphate

化合物はthiophosphate化合物より10-30倍も高い

浸透虫を有すると述べている.

一般に,粉衣剤の種子処矧 こよる灘剤の邦子付か_'n

は低いものであり,また,柄物休に吸収される鶏f3ITtも

Reynoldsら(1957)13),Lindquistら(1961)7)が田柄し

ているように乳剤より低いものと考えられる.

粉衣剤で和子を処理し,苗床に捕種した場合.郡3

滋に示した如く,vamidothionの一部はそのまま種子

に吸収され 伐りの薬剤は播種された周辺土壌に存在

し,発牙後,和子出前の付宕薬剤や周辺土壌の末浸透
薬剤が徐々に吸収され 次郡にその薬員が高くなり,

･捕打後28日ごろに氾耶となり,以後その薬丑は徐々に
低下してゆく.このことよりも,vamidothionの水稲

種子処矧 こよる殺虫力持続性は極めて長いことを示す

ものである.一方,分節物は処理7日後まではほとん

ど増加しないが.それ以後,急速に増加する.水稲地

上部のすi効成分爪が低下しはじめた35日後において

(27.2ppm)ツマグロヨコバイに対する殺虫力は高く,

完全に殺虫せしめT=.一方,焚面散布2日後 (28.9

ppm)は充分な殺虫力を示したが,21日後 (1.2ppm)

では,約50%の効果しか期待できない.菜面散布は禾

分脈物および分脈物lTtが締めて低いことより,抽上部

の薬剤付TJt血が少なく.その純米として,殺虫力持綻
性 も短かい ものと･考えられる.田谷ら(1959)16)は

phorate粉衣剤の水耶･Tt--(･処FP.により発芽した苗は強
い殺虫力を有し,ツマグロヨコバイに対して.長期間

の殺虫力持続性があり.Tli代糊関のウイルス柄の感染

を完全に阻止し,3TR両散村よりはるかに秀れているこ

とを印じている.野村ら(1960)12)は phorate乳剤へ

の水耕法により描出するナミハダニに対して,充分な

効果を示すためには 50ppm以上必出であり,和子の

大きさにより殺虫力指紋性が邦.なり,和子の小さくて,

生長の著しいものは殺虫力の指紋性が粒かく.マメ獄

のような郁子が大きく,比良も比較的ゆるやかなもの

は持純性が良い幌向があると述べている.このような

ことより推繁くすれば,水稲種子の粉衣による殺虫力持

純性は比較的知かいものと考えられるが.孤子表両が

附らかでなく.薬剤が付着しやすいことにより,柘め

て艮期間にわたりツマグロヨコバイを殺虫できるので

あろう.これらのことより,浸透殺虫剤の特性を充分

利用した種子処理法が菓面散布などに比校して利用価

位の高いものと考えられる.

郁子処矧 ま柄物の種籾や種子の表両肌 薬剤の付宕

帆 水沼阻 処理薬塁や土壌中の安定性など薬効およ

び英日に関与する要因は多く,今後更に研究を進める

必要がある.
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Stlmmary

Absorption,translocationand persistenceof

vamidothion,0,0-dimethyl-S-(N-methylcarbo･

moylethylthioethyl)phospborothioate,inthe

ricegrainandriceplantwerestudiedbyusing

Sip-labeled compound. Formulations ofa2p-

Yamidothiontobetestedwere:(1)25%emulsifiable

抄

concentrate,(2)40% solutioninmethyletbyl

keton,and(3)44% inactivecarbonforseed

dressing.

Intheabsorptiontestsinricegrains,more

rapidpenetrationofvamidothionwasobserved
whentreatedwiththeemulsifiableconcentrate

thantheothertwotreatments,andtheslowest

penetrationwasobservedintheseeddressing.

Activeingredientsrecoveredinthericegrains

after24hourswere6.5% intheseedstreated

withtheemulsifiableconcentrate,5.5% inthe

seedstreatedwiththesolution,whileonly2.8%

intheseedstreatedwiththeseeddressing.

Thegerminationofriceseedswasstrongly

inllibitedbytreatmentwith theemulsifiable

concentrate,andmoderatelywiththesolution,
whereasitwasalmostnegligiblewiththeseed

dressing.

ThepersistenceofvamidotIlioninriceplants

treatedwiththeseeddressingandthefoliage

spraywasstudied.Amountofvamidothioninthe

plantswasincreasedupto14-28daysafterthe

treatmentwiththeseeddressing,whileresid.ue

ofitdecreasedrapidlywhenappliedbyfoliage

Spray.

Aconsiderablecorrelationwasfoundbetween

thepersistenceofvamidotbionandtheresidual

effectofitagainstthegreenriceleaf･hopper,

Nc♪hoteitixcincLIce♪sUhler.

録

WeJIternCornRootwormのダイアジノンに対

する感受性の日周性

DiurnalRhythmofSensitivitytoDiazinonin

I.Econ.Entom.62(5)1097-98.

Westerncornrootworm Dl'abyotl'cavt'rgl'/era

LeConteに対し, ダイアジノンの-定立を3時間お

きに1日局所施用し,薬剤に対する感受性の日周変化

を検討した.その結果 LD50には日周性があり.薬剤

6

に宙も感受性の高い時刻は暗期に入り初めの時で.攻

間は抵抗力が大きい.夜明に近くなると,抵抗力は次

郎に9･3くなり.午前10-午後8時は感受性が閃く,し

かも比較的振れが少ない.したがってネブラスカ州リ

ンカーン地方で Westerncornrootworm の兆剤に

対する感受性の年次変動を調べるには,殺山試験の時

刻をLF前10時一午後8時のrtqで定めて施行するのがよ

い. (石井貌二郎)


